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弘前から

真心を込めて

お届けします

青森県産

まっしぐら・はれわたり



産地のご紹介

ＪＡつがる弘前は、津軽地方の中心から南部にかけて位置する弘前市、
藤崎町、大鰐町、平川市、西目屋村の広い地域にまたがっています。
白神山地を源流とする岩木川、八甲田山系を源流とする平川と浅瀬石川

が流れ、沖積土壌を中心とした肥沃な大地が広がっており、おいしいお米
を育てる環境に恵まれています。

弘前城さくらまつり りんご生産量日本一 弘前ねぷたまつり



まっしぐらは、食味・品質の追及にまっしぐら
に、そして、きまじめに取り組んでいく思いを込
めて名付けられました。

「コシヒカリ」と「あきたこまち」を先祖にも
ち、お米の粒が大きくしっかりとしたお米です。
比較的粘りが少なく、飽きのこないあっさりとし
た味わいが特徴です。炊き上がりのツヤの良さ、
粒ぞろい、粒張りなどの外観も良く、美味しいお
米である条件が食味と外観ともに揃ったお米です。

中食・外食用などの業務用を中心に需要が多く、
食味と価格のバランスの良さから家庭用としても
根強い人気があります。
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まっしぐらの特徴
〔専用銘柄米〕



はれわたり
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はれわたりは、あおもり米の未来が拓け、消費

者の皆様、生産者の皆様、関係するすべての皆様の

気持ちが明るく晴れやかになるようにという思いを

込めて名付けられました。

「ひとめぼれ」と「コシヒカリ」を先祖にもち、

透明感のある白さが美しいお米です。粘りが強くて

やわらかく、もっちりとした食感が特徴です。旨味

と甘みのバランスも良好で、冷めても硬くならない

ので、おにぎりにも最適です。

昨年(令和５年秋)全国デビューした新品種で、現

在、絶賛売り出し中です。

はれわたりの特徴
〔一般銘柄米〕



まっしぐら・はれわたり
の炊飯特性

【判断基準】

判断基準を数値化し、わかりやすく表したのが下記の用途となります。

まっしぐら ➡ 温かいごはん型

はれわたり ➡ 新米ごはん型から軟らかいごはん型

硬 さ 米飯を押しつぶした時に米飯から受ける反発力。

こ し 米飯をもとの厚さの77%になるまで圧縮した時の硬さと、8%になるまで圧縮した時の硬さ。

付 着 米飯を押しつぶして引き離す時に要する力。

粘 り 米飯を押しつぶして引き離す時に要する力に、引き離しに要した時間を乗じた値。



確かな知識と技術に基づく的確な
農産物検査

当ＪＡでは大型施設４カ所を含む、全１２カ所の施設で集荷を行ってい
ます。集荷したお米は、農産物検査員資格を有する当ＪＡ職員により等級
格付検査が行われます。検査員は、鑑定技術の維持向上を目的に、年間を
通して定期的に研修会を開催し、「ＪＡつがる弘前米」の品質と信用を高
めるため努めています。



徹底した品質管理

お米は暑い所に保管すると食味が落ちるため、暖かく

なる季節には低温倉庫で保管し、食味の劣化を防いでいま

す。

倉庫内の温度は15℃以下、湿度は約70％に保たれてお

り、温度、湿度、品質等に異常がないか定期的に点検し、

品質管理に努めています。



安全・安心への取組み

１．農薬適正使用の徹底

２．栽培履歴記帳・提出を義務化

３．種子更新１００％の推進

４．ＤＮＡ鑑定・・・異品種の混入がないことの判定

５．残留農薬分析

６．鉛・カドミウム・ヒ素分析 基準値以上の検出がないことの判定

７．放射性物質検査

上記７項目を実施し、安全・安心な農産物の生産・販売に取組んでいます。



良品質・良食味米生産へ向けて

食味値測定と土壌診断を生産者ごとに実施して

います。その結果を生産者と共有し、施肥設計や栽

培技術向上のために役立てています。

また、圃場において、生産者を対象とした水稲セ

ミナーを開催し、良品質・良食味米生産へ繋がるよ

うＪＡと生産者が一体となり取組んでいます。



食農教育活動の取組み

管内の小学校において、お米教室やバ

ケツ稲づくり、農作業体験を実施してい

ます。

健康的な生活を送るために重要な

「食」の役割を知る「食育」と、その

「食」を支える様々なかたちの「農業活

動」について学び、体験していただくこ

とで「食農教育」の大切さを伝えていま

す。



おしまいに

大阪学校給食において、ＪＡつがる弘前米をご賞味いただき、
ありがとうございます。

今年も生産者が真心を込めて作った、品質が良く、おいしい
お米が収穫されました。

これからも、ＪＡつがる弘前米をたくさん味わっていただき、
皆様が元気に過ごせますよう心より願っております。

ＪＡつがる弘前職員一同



最後に津軽弁で・・・

わんど の こへだ ままっとば 大阪の わらほんどさ やっとは わんつかでいいはんで かへでみでけろ！
私達 の 作った お米を 大阪の 子供たちに はじめは 少しだけでいいので 食べてもらってみてください。

のれ めーはんで たげだ わらほんど あどはだりして そんどこだびょん！ それこそ 「まっしぐら(お米)さ
すごく おいしいので たくさんの 子供たちが おかわりを欲しがって 大変なことなるかもしれません。 それこそ 「まっしぐら(お米)に

まっしぐら～」ってが！ 新品種の「はれわたり」も わすいねんでよろしぐたのみすぃ！

まっしぐら」 なんちゃって！ 新品種の「はれわたり」も 忘れずによろしくお願いいたします。

あんでこんで えんと しゃべってでも めやぐだはんで そろそろ終わりさすじゃ！
どうのこうの 長々と しゃべっていたら ご迷惑をおかけするので そろそろ終わらせていただきます。

せばだば ＪＡつがる弘前米っとば なんともってよろしぐたのみすぃ！ へばな！
それでは ＪＡつがる弘前米を 何とかよろしくお願い申しあげます。 さようなら！

ご清聴ありがとうございました。


